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C O N T E N T S ［特集］JCWA講習会のこれまでと今後
　　　  ◎新たな局面へ ラッピング／PPF／WPF　　◎第1回開催 カラーPPF
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より多くの地域開催を目指し 
確立した 1 都市 3 コース

　JCWA で は 2 月 8 〜 10 日 の 3 日

間、香川県高松市にてカーラッピング

（WRP）、ペイントプロテクションフィ

ルム（PPF）、ウインドウプロテクショ

ンフィルム（WPF）の 3 コースの講習

を開催しました。コロナ禍後、活動を本

格的に再始動した 22 年から 2 コース

同一会場で、23 年からは現在の 3 コー

ス同一会場での形式に移行。運営の移動・

費用負担を減らせるこの 1 都市 3 コー

ス形式では、北海道、広島、今回の四国と、

単一講習では難しかった様々な地方部に

遠征。これまでの累計講習は 10 都市・

22 回に上り、各回 10 〜 20 人の参加、

平均 15 人参加とした単純計算では延べ

約 330 人の事業者にフィルム施工を発

信してきたこととなります。

　受講者にとっても、複数のフィルム

施工を一度の機会で受講しやすくなっ

た JCWA 講習。またいずれのコースと

もに幅広いフィルムメーカー・販売店に

協力を仰ぎ、メーカー横断型としている

のも特徴の 1 つです。受講者の全てで

はないにしても、講習をきっかけに幅広

いフィルム施工の事業発足・強化、幅広

いフィルムブランドの取り扱いなどに繋

がったという声も届いており、ひいては

日本各地でのフィルム施工の技術・事業

の普及に一定の貢献をできた、とこれま

での講習事業の成果を捉えています。

アップデートしながら
全国を周った
７年間

［JCWA講習会　軌跡と展望］

講習会講習会
開催都市開催都市

2 月に開催した高松・講習会
（会場ご協力：モデスタ）

TEXT＆PHOTO：
JCWA広報委員会／
WRP・PPF・WPF各部会長



市場動向踏まえた変革へ 
WRP は引き続き玄関の役割を

　一方で、2018 年に第 1 回カーラッピ

ング講習会を開催して以降、時代の移ろい

やビジネス・業界動向の変化、巡った全国

各地の実態や受講者の声を受け、運営する

各部会としても講習会のさらなるアップ

デートが求められていると感じています。

　その代表が WRP です。協会名にその名

を冠し、7 年前の活動開始から講習会・競

技会ともに活動の主軸でしたが、市場成長

著しい他部会と比べると一種の“逆風”に

さらされていると言えるかもしれません。

年々、講習会を重ねるごとに、受講者の応

募の勢いはややゆるやかになり、受講後

の事業継続割合が決して高くないことも、 

WRP のビジネスや技能育成を取り巻く課

題の 1 つに浮かび上がってきています。

　一方で、ビジネスとしての市場、またそ

の潜在成長性は決して小さくありません。

カラーチェンジでもフリートマーキングで

も、安価でデザイン性の高い塩化ビニル

フィルム活用への期待は今なお根強くあり

ます。特にディーラーや大型イベントなど

の法人需要は大きく、一方で施工者不足が

それを取り逃している側面があります。

　この実情を踏まえ、協会では引き続き施

工者育成に取り組みつつ、より事業継続に

繋がる指南や、フリート関連の技能講習な

ども検討しています。また、カラーチェ

ンジの新素材カラー PPF の新部会も発足

（→ P4 参照）したので、その連携も図っ

ていきます。なにより WRP は、自動車フィ

ルム施工業の基幹技能の 1 つ。協会の収

益性だけではなく、文化としての成熟を促

す公共性の観点からも、協会という立場で

は引き続き、「WRP への入り口」の役割

を担う講習も継続していく方針です。

市場広がるプロテクション系 
より“深度”を目指し…

　WRP の傍、需要も手掛ける施工事業者

もこの 7 年間で急成長を遂げたのがプロ

テクション関連です。中でも PPF はその

筆頭サービスとして、ラッピングや看板系

からコーティング関連、異業種まで幅広い

事業者が参画し、裾野が広がるとともに競

争環境も激しくなってきています。

　それに伴い、業界全体で懸念されるのが

品質の担保です。実際、実務上で「この仕

上がりで納車されているのか」という品質

も散見されます。もちろん、協会は各施工

事業者のサービス品質を監査する立場では

ありませんが、粗悪な品質が顧客の不満、

ひいては業界への不信に繋がりかねないこ

とを考えると、業界団体として無視できる

ものではありません。その中で、PPF で

は「入り口」としてだけではなく、「向上」

を図る窓口として、中級者向けの技術講習

や情報交換の機会などを模索しています。

　一方で WPF は、PPF と同じく成長分野。

ただ、単体で事業化しにくいサービスであ

ることや、熱成形を伴う施工難度の高さな

どを一因に、PPF 事業者の付加サービス

に留まるなど、参画事業者やその技能育成

に一部課題を残す実態も見受けられます。

　その中で近年では製品も、透明度に優れ

る PET 型のほか、熱成形不要の TPU 型、

両者の中間的な EPU 型など多様化が進

行。技能レベルと製品に合わせたサービス

展開が可能となってきています。

　今後は、こうした製品タイプ・技能レベ

ルを踏まえた講習を通じ、PPF 事業者だ

けでなく WRP やカーフィルム事業者など

より広範な業種を対象とした施工者育成を

促すとともに、これは WPF だけではあり

ませんが、講習のカリキュラム・テキスト

を整備し、より受講内容が明瞭となるアッ

プデートを図っていく方針です。

（関連：PPF ／ WPF 部会長挨拶→ P8）

日本の主要四島最後となった四国・香川県での3コース講習会日本の主要四島最後となった四国・香川県での3コース講習会



幅広い受講者が注目の新素材 
早くも 4 月に第 2 回を開催
　国際的なラッピング技能競技会 World 
Wrap Masters JAPAN 2024 でも競技
種目に採用されたように、カラーチェンジ
の世界的な潮流となってきているカラー
PPF。着色された TPU で、WRP のカラー
チェンジと PPF の塗装保護を一度に実現
できる新素材です。協会では 24 年度、新
たにこのカラー PPF 専門の部会を発足。
井上徳広理事が部会長を務め、12 月に第
1 回講習を開催しました。
　カラー PPF 自体は、2010 年代終盤に
出始めましたが、ここ数年は製造・販売メー
カーが一挙に増え、流通する製品も多様化
しています。メーカー横断型の JCWA 講

習はカラー PPF でも同様で、第 1 回では
全 6 メーカーを教材に採用。それぞれの
特性プレゼンから、実際に各社のフィルム
を使用した実演、施工体験と、1 日ながら
濃密なカリキュラムとなりました。
　厚みのある TPU ならではの優れた質
感・手触りを評価する声が多く挙がった講
習会場。また、ドライ／ウェット／兼用と
接着タイプがメーカー・製品ごとに多彩な
のも現在のカラー PPF の特徴で、それぞ
れの適切な扱い方を熱心に聞く受講者の姿
も。加えて教材提供メーカーの NKODA

（NKD JAPAN）フィルムをフル施工した
デモ車も持ち込まれ、R 部やパネル端の処
理、貼り合わせの仕方などを受講者は鋭い
視線で見て学んでいました。
　受講者は、「ドライで貼れるタイプもあ

るのでラッピングの新しい選択肢として」
というラッピング・看板系事業者もいれ
ば、「触ったことはあるけど、クリア PPF
と違うので角の処理や仕上げのレベルを
知りたかった」という PPF 事業者など、
JCWA 講習の中でも業種・技能レベルの
幅が広かった印象のカラー PPF 講習。実
際、募集受付から満枠までもあっという間
で、施工者の関心が高いアイテム・講習で
あることが窺えます。これを受けて協会で
も、早速 4 月に大阪（デコラティブシス
テム）にて第 2 回を開催し、今後も継続
的に講習を実施していく予定で、WRP と
PPF の裾野を一段と広げる新素材の魅力
をより広く発信していきます。

（講習会の模様はディテーリング業界専門
メディア CARDE MAGAZINE に掲載中）

▽▷持ち込まれたNKODAカラーPPFをフル施工し
た車両。ツートーンデザインで、厚みのあるTPUの
付け合わせには工夫・技術が詰め込まれている

第1回カラーPPF講習 @ 東京
24年12月、東京・墨田区のLAPPS（ワイエムジーワン）で第1回カラーPPF講習を開催。
全国から初心者・熟練者問わず多くの施工者が集まり、新素材への関心の高さを物語っていました。

◁△接着層のタイプ含め製品ブランドが多様化するカラーPPF。PVCよ
りも優れた質感・手触りの製品が多く、手で確認する姿も多かった

△厚みや伸縮性、加熱時の特性など、カラーPPFはPVCとは大きく施
工性が異なり、講習ではTPUの扱い方を丁寧にレクチャー

TEXT＆PHOTO：JCWA広報委員会／カラーPPF部会長

https://magazine.carde.jp/archives/6759
https://magazine.carde.jp/archives/6759


大会上位ショップに聞いた。
使っているフィルム、使っている理由。

Special ColumnSpecial Column

　施工者として技術と同様に常々気になることの 1 つが材

料。価格、品質、使い勝手、知名度など選び方は様々。今回

は、協会運営の競技会で優れた成績を残した選手所属ショッ

プ（ラッピング部門・PPF 部門３社ずつの計６社）に、メイ

ンで使用しているフィルムブランドと、それを選んでいる理

由を教えてもらいました。

　前提として、全ショップともに挙がっているブランドしか

扱わないのではなく、顧客ニーズやシーンに応じて複数ブラ

ンドを使い分けています。その上で回答を見てみると、「施工

性」への言及は少なく、顧客満足に繋がる「仕上がり」を重

視している傾向が窺えます。逆に言うと、顧客ニーズに適す

るのであれば施工性は二の次で、特性の異なる様々なフィル

ムに対応できる“技量の幅”があることの裏返しかもしれません。

　また、単純な月間の施工台数にも注目。とにかく高い頻度

で施工を反復している様子が垣間見え、各回答者ともに経歴

年数も決して短くはありませんが、高い技量の裏には、「年数」

よりも高い「頻度（反復性）」があるように見受けられます。

　施工品質に技量が伴うので、一概に「上位者と同じフィル

ムを使用した」からといってすぐさまに同じ品質には繋がら

ないかもしれません。ですが、競技会の成績もさることならが、

実サービスでも優れた品質を提供する上位ショップたち。そ

の事業スタンスの一端を参考にしてみてはいかがでしょうか。

G-Meister（ヤマックス）

Q.大会実績
優勝多数（川上裕貴氏）
Q.施工歴／業務量（ショップ）など
10年（上記スタッフ） 
ラッピング：約30台／月
　内ハーフやフル：約10台
　施工人数：6人

Q.メインの使用フィルム
グロス：オラフォル
マット：エイブリィデニソン

Q.使用理由
表面のキレイさ。特にグロス（オラ
カル）は、フィルムが厚く接着面の
トラブルが表出しにくい。

Q.カラーPPFへの取り組み
厚みがあり貼り合わせの処理1つ
とっても塩ビフィルムとは施工法
が異なるため、適切な施工法を鋭
意模索・研究中。

WrappingWrapping

リンダファクトリー
Q.大会実績
表彰台・入賞多数（林田優希氏）
Q.施工歴／業務量（ショップ）など
18年（上記スタッフ） 
ラッピング：約30台／月
　内ハーフやフル：約10台
　WRP：5割、PPF：5割

Q.メインの使用フィルム
グロス：テックラップ
マット：オラフォル

Q.使用理由
材料のキレイさ。

Q.カラーPPFへの取り組み
ラッピング依頼でも、ルーフやボ
ンネットなど劣化が激しい箇所で
代替提案するなど、すでに積極
的に活用中（NKODAフィルムな
ど）。材料が多少高くても長くカラ
ーチェンジを楽しんでほしい。

WrappingWrapping

LAPPS（ワイエムジーワン）

Q.大会実績
WWM2024準優勝ほか
上位多数（岡部和彦氏）
Q.施工歴／業務量（ショップ）など
26年（上記スタッフ／粘着シート全体で）
ラッピング：約20台／月
　WRP（フリート含む）：9割、PPF1割

Q.メインの使用フィルム
グロス・マット：3M

Q.使用理由
仕上がり含めて基本品質が良好。
伸縮性、ヒーティングなど適切に
扱うには相応の技術が必要だが、
逆に 3M 製品を適切に扱えると
他社製フィルムも難なく扱える。

Q. カラー PPF への取り組み
3Mからも販売予定なので勉強す
ることがたくさんある。

WrappingWrapping

P-Factory（いのうえ）

Q.大会実績
第1回選手権優勝（井上睦基氏）

Q.施工歴／業務量（ショップ）など
6年（上記スタッフ） 
PPF：約30台／月
　内フル施工：約5台／施工人数：5人
　PPF：8割、WRP：2割

Q.メインの使用フィルム
グロス・マット：レジェンド

Q.使用理由
柔軟性・粘着性が優れ、巻き込み
もキレイ・低リスクに仕上がる。
マットの質感も◎。艶感重視の
FlexiShieldと使い分けている。

Q.カラーPPFへの取り組み
すでに5年近く施工実績あり。黒
系の色・部分施工を中心に積極的
に活用中。

PPFPPF

Rocky shore（個人）

Q.大会実績
第2回選手権優勝（磯真仁氏）

Q.施工歴／業務量（個人）など
4年
（PPF7割、WPF2割、デントリペア1割） 
PPF：平均約9台／月
（フロントフル7台／フル：2台など）

Q.メインの使用フィルム
グロス・マット：XPEL

Q.使用理由
様々な製品が出てきた中で、プレ
カットデータとの相性が良い。

Q.カラーPPFへの取り組み
部分施工が多い。パーツ脱着や、
巻き込み・捨て貼りの必要性な
ど、施工はPPFよりWPRに近く、
利点・リスクの違いを顧客に理解
してもらう必要があると思う。

PPFPPF

アーネストワークス
Q.大会実績
第3回選手権優勝（田中文太氏）

Q.施工歴／業務量（ショップ）など
1０年（上記スタッフ） 
PPF：約30台／月
　内フル：約10台）／施工人数6人

　PPF：8割、WRP：2割

Q.メインの使用フィルム
グロス・マット：XPEL

Q.使用理由
プレカットデータの精度の良さ。

Q.カラーPPFへの取り組み
BtoCがメインだが、WRPとPPF
の区別が一般的に浸透しておらず、
混乱を招く恐れからメニュー化して
いない。パーツの相性や色など利
点がある時に個別提案している。

PPFPPF

※各社の施工台数は、競技上位者の施工量の規模感を示す参考数字です。
　実際の業績や企業規模を示すものではありません。



NEWTOOLS 
for PRO
［注目のプロツール］

賛助会員 掲載は会員No.順

キャスト塩ビ仕様のメタリックフィルム。今
までにないスムースマットの質感を持ち、
上質なメタリック感を演出します。
粘着はリポジョナブル・エアフリー糊（白
色再剥離糊）を採用しており、エア抜け抜
群です。
サイズ：1520㎜×16m／ロール、1m単位の切売
カラー：全11色　　耐候性：約5年

▶ラッピングフィルム

Lustre Wrapping Film

ニチエ ▶︎公式サイト

操作経験が少ないオペレーターでも美し
く・速く・簡単にプリント成果物を制作す
ることができるプリント＆カット対応エ
コソルベントインクジェットプリンタ。
同社のフラグシッププリンタに搭載され
る「330エンジン」プリントヘッドをシン
グル搭載。

▶インクジェットプリンター

CJV200 Series

ミマキエンジニアリング ▶︎公式サイト

2025年いよいよ正式にオラフォルジャ
パンでの取り扱いがスタートします。イギ
リス、ウェールズ発の魅力的な色彩のラ
インナップをどうぞご堪能ください。
サイズ：1524mm幅　25m巻
カラー：スタート在庫数 31色

▶ラッピングフィルム

KPMF

オラフォルジャパン ▶︎公式サイト

カラーPPFの中でも高い人気の艶あり黒
が優れたコストパフォーマンスで登場！
サイズ：60インチ（約1520mm）×15ｍ
　　　  ロール販売/1m単位切売
フィルム構造：保護フィルム（50μm）／クリア
コート（8μm）／ウレタン層（7.2mil±0.3mil）
／粘着層（28μm）／ライナー（75μm）

▶カラーPPF

PPF290-BLK　PPFブラックグロス

TeckWrap LA ▶︎販売サイト

フルラップからアクセントラップまで—。
車両のパーソナライズに特化し開発・進化
を遂げてきた 3M™ ラップフィルム シリ
ーズ。2025年2月、新たにハイグロスタイ
プに4色、サテンタイプの4色の計8色をロ
ーンチし、合計93品番をラインアップ。圧
倒的な美しさと施工性をご体感ください！

▶ラッピングフィルム

3M™ ラップフィルム シリーズ2080

スリーエムジャパン ▶︎公式サイト

XPEL史上最高のプロテクションフィルム
「ULTIMATE FUSION」が遂に登場！ 
従来の耐久性・セルフヒーリング性能に
加え、XPELフュージョンコーティング譲
りの疎水性能をプラス。汚れが付きにく
く、メンテナンスも簡単に。究極の保護
と美観を両立する新時代のPPFです。

▶ペイントプロテクションフィルム（PPF）

XPEL ULTIMATE FUSION

XPEL JAPAN ▶︎公式サイト

新製品の新しいオールインワン「HP 
Latex R530プリンター」を米国時間3
月18日に発表しました。「1台のプリンタ
で、無限の可能性を」。ロール素材もボー
ド素材も効率的に印刷できます。ラッピ
ングに最適なHP第4世代Latexインク搭
載で、日本での発表を鋭意準備中です。

▶大判プリンター

HP Latex R530プリンター

日本HP ▶︎公式サイト

ドライ貼りカラーPPFとして21年の登場
以降、世界中で多くの施工実績を重ねる
本製品。マットブラックやホワイトなど使
いやすい新色も続々追加し、現在のライ
ンナップは80色以上！ ゼロから学べる
技術講習も実施しており、HPではラッピ
ング施工者の受講の模様も掲載中です！

▶カラーPPF

FlexiShield コスメティックPPF

FlexiShield JAPAN ▶︎公式サイト

フロントガラスチッピング防止用プロテク
ションフィルム。超高透明PETフィルムの
採用で視認性を阻害せず、圧倒的な超耐
久・耐候性を有するハードコートが長期間
ガラスを守ります。熱成型性向上による短
時間での施工性と、独自粘着技術の融合
による貼替時の剥離性を両立しました。

▶ウィンドウプロテクションフィルム（WPF）

Wind Shield Protection Film

スミロン ▶︎公式サイト

クリア（グロス／マット）、カラーに続く、「スモー
クをボディに」というPPF第３の貼り方。可視光
線透過率（VLT）40%のヘッドライト用スモーク
をボディに貼れる60インチでお届け。グロスに加
えてマットスモークも新登場し、塗装色を残しつ
つイメチェンを楽しむ「遊び心あるPPF」を提案
できます。購入・お問合せはP-Factoryまで。

▶ペイントプロテクションフィルム（PPF）

　　　　　　  HTM-40 （マット／グロス）

LEGEND JAPAN	 　　　   ▶︎販売サイト

プロショップの施工者育成の悩みを解決
すべく新発売！ 練習用ながら高い施工性
で、極限まで抑えた価格帯を実現。さら
に25年2月に都内に研修センターをオー
プンし、練習材の提供だけでなく技術向
上の面でもサポートする体制を整備。技
能育成にお困りならお気軽にご連絡を！

▶ペイントプロテクションフィルム（PPF）

NKODA PPFトレーニングフィルム

NKD JAPAN ▶︎公式サイト

https://www.nitie.co.jp/product/lustre-wrapping-film/
https://japan.mimaki.com/product/inkjet/print-cut/cjv200-series/
https://www.orafol.com/ja/japan/
https://ppfshop.net/index.php?dispatch=categories.view&category_id=419
https://www.3mcompany.jp/3M/ja_JP/p/d/b5005081006/
https://www.xpeljapan.com/paint-protection-film/ultimate-fusion/
https://jp.ext.hp.com/printers/large-format-printers/latex/
https://flexishieldjapan.com/product/cosmetic-ppf/
https://www.sumiron.com/product/car/
https://p-fac.jp/
https://nkd-japan.jp/


新会員紹介
コメント寄稿

　看板制作・カスタムトラックペイントの家業を承継する中、新た
な事業としてカーラッピング・PPFに着手し、協会理事のラプラス
デザインの下で2年程修行。24年に施工場を整え、自社事業とし

て本格始動しました。今はまだ請負施工がメインですが、今後は
自社でも集客していくべく、これからも研鑽して参ります。
　特にPPFは年 、々地元地域でも需要が増えてきています。高級
車向けサービスとしてだけでなく、クルマ好きや若い人にも楽し
んでもらえるよう広めていきたいので、まずは自分がどんな施工
作業にも対応できるよう技術を磨いてきたいと思っています。

ネモト功芸社
住所：　福島県須賀川市影沼町235-1

事業：　ラッピング・PPF施工／看板制作／カスタムトラックペイント…など

2024年8月〜25年3月　会員No.順

コメント寄稿

　コーティング中心のディテーリング施工店ですが、前々からラ
ッピングを、約3年前からはPPFも始め、特にPPFはコーティング
とのセットも含め、とてもご依頼が増えています。フィルムや貼り

方など、変化が激しい業界の最新情報を得るべく入会しました。
早速4月のカラーPPF講習も受講させていただく予定です。
　また、競技会もWWM2024に初めて参加。1回戦敗退でした
が、上位者を見て新しい技術・繋がりを得られました。出場した
からこそ身に付く技術があると思い、より上位に勝ち残ることを
目指して今後も参戦させていただきたいと考えています。

GARURU Corporation
住所：　三重県亀山市関町木崎1728-1

事業：　各種施工（コーティング／WRP／PPF／カーフィルム／内装張替・補修など）

Web：	 https://garurucorporation.com

コメント寄稿

　フリートマーキングや看板系をメインに30年施工しており、2年
程前にカーラッピングを本格的に事業化すべく、自社施工場をオ
ープン。ラッピング、PPFの講習を受けたりと、準備は進めていま

すが、まだ本事業は本格化できていない部分もあります。　
　その中で、講習で知り合った現会員の方に招待いただき、自社
事業の活性化に結びつく業界の繋がりを作れればと思い、入会
しました。特に一般カーオーナーへの施工経験はまだ少なく、フ
ィルム自体はもとより、パーツ脱着など車両の扱いという点でも、
もっと情報を取得して取り組んでいきたいと考えています。

GOOD HAND
住所：　埼玉県草加市新栄3-3-1ビジネスプラザB号室

事業：　各種施工（ラッピング／フリートマーキング／店舗サイン／屋内外サイン）

Web：　https://goodhand.biz

コメント寄稿

　ラッピングの施工歴は8年、協会の大会に何度も出場させてい
ただき、WWM2024では5位に残ることができました。ここ2年程
はPPFの施工も増え、近い将来の自社ショップ設立に向けて、現

在は他店のサポートをしつつ、日々技術を磨いています。
　「世界一のフィルム施工者を目指したい」という想いで、5月の
ドイツ開催のWWMヨーロッパにも参戦予定。今後も競技への
参加を見据え、入会しました。新たなフィルムや技術、車両への
対応など最新情報を得るとともに、業界の発展に役立つようであ
れば私の経験も積極的に提供していきたいと思っています。

GOODWRAP
住所：　埼玉県所沢市和ヶ原1-191-39

事業：　ラッピング・PPF施工

コメント寄稿

　PPF選手権に以前から参戦させていただいていましたが、工
場見学の企画を知り、改めて入会いたしました。一貼り手として、
また顧客へのサービス説明の点でも、材料を知れる・製造を見ら

れる機会は貴重で、積極的に見学企画に参加したいです。
　また、業界の方 と々の情報交換も図れれば幸いです。材料や貼
り方もですが、特に高度化する車両・塗装への対応（パーツ脱着
や粘着・剥離性など）に関しては理解を深める必要があると思っ
ており、私自身の経験・知見も必要であれば提供させていただき
つつ、協会を通じて勉強させていただけたらと考えております。

Rocky shore
住所：　東京都足立区神明1-12-3

事業：　フィルム（PPF・ラッピング）施工／ペイントレスデントリペア	

コメント寄稿

　デザイン事務所を営む傍、趣味が高じて2014年にLAPPSにて
講習を受け、3M・4star認定を取得しました。そして24年、本格
的にラッピング施工の事業を発足。愛車の色変えは、高級車やカ

スタムカーだけでなく、クルマを足とする人にとってもとても魅力
ある遊びで、今後地域を中心に広く発信していく所存です。
　ただ事業として施工する以上、貼る技術だけでなく預かり車
両の保全や作業損害の補償なども不可欠。JCWA団体保険の活
用をはじめ、技術や素材、店舗運営など施工業の様 な々ことを勉
強させていただければと思いますので、よろしくお願いします。

アールアンドディー（屋号：ハレバル）
住所：　岐阜県羽島郡岐南町若宮地2-197−3

事業：　グラフィックデザイン制作／ラッピング施工

Web：　https://cws8086.com

https://garurucorporation.com
https://goodhand.biz 
https://cws8086.com 
https://cws8086.com 


まだまだ先を追求できる
“日本流”PPF施工技術

理事からのメッセージ

#04 │鈴木敦 PPF 部会長

　PPFに触り始めて気づけば20年超…。協会では、苅谷会長にお声

がけいただき17年の発足時から理事を務め、WPFやPPFの部会長と

して講習・講師や競技会・審査員など各運営に携わって参りました。協

会内外で継続的にPPFの技術講習をする中、特にここ数年は日本でも

市場の著しい成長が見受けられます。そして、参画事業者が増えてきた

からこそ、施工品質の重要性も高まってきているように感じています。

　こと日本では、飛び石などからの保護機能よりも、貼った後の仕上

がりのキレイさを細かく見られがち。一方で、カーポート含めた屋外保

管も多く、雨などによる美観汚損のリスクが高い…。それに応えるべく

国内のPPF施工は、高単価・長時間が1つの傾向になっています。

　その中で今年2月、賛助会員XPELの方にご招待いただき、米国で

の施工店カンファレンスに訪問。そこで開催された競技会では、プレカ

ットの特性を存分に生かし、フィルムへの負荷を抑えつつスピーディに

仕上げる、日本とは異なるPPF施工が繰り広げられていました。前述

の日本市場の特性を踏まえると、それをそのまま日本に落とし込むこ

とは難しいにしても、作業時間を短縮（＝収益性を上げる）、フィルム

負荷を抑える（＝施工後のトラブルリスクを下げる）という点で、まだま

だ海外に学ぶ部分は少なくないと実感した次第です。

　施工価格に直結する作業時間、仕上がり美観に影響するゴミ噛や

糊ズレの抑制、美観維持に資する撥水性や施工後メンテナンス、アフ

ターコーティングと、長年PPFに触り続けている熟練者含め、まだま

だ“日本に適したPPF施工”を探求できる余地は小さくありません。む

しろ普及が進んできたからこそ、施工者が適切な収益を得るため、そ

してその先にいるカーオーナーが満足するために、施工品質の重要性

は高まっています。引き続き当協会・部会では、PPF施工への入り口を

担いつつ、今後は実務者の技能底上げにも尽力していく所存です。

巻頭でもご紹介した協会活動の柱の1つ「講習」。今号では、プロテク

ションフィルム（PPF）、ウインドウプロテクションフィルム（WPF)

それぞれの講習を司る2人の部会長に展望を語ってもらいました。

#05 │林田優希 WPF 部会長

講習運営も企画立案も
市場拡大に向けて一致団結で
　入会後、PPF部会の補佐を務めた後、昨年のカラーPPF部会新設

に伴い、井上徳広理事の後任でWPF部会長に就任しました。WPFだ

けでなく、各講習はできる限りサポートさせていただいています。

　一方で、理事でありながらラッピング・PPFの各競技会では選手と

して出場させていただいています。選手としての立場上、公平を期すた

め事前の情報制限があり、大会運営には携われません。その代わりと

いうわけではありませんが、前述の講習運営はもとより、競技会以外

の協会活動へもより積極的に参画すべく、日々奔走しております。

　その1つが、昨年11月に初めて実現したフィルム工場の見学ツアーで

す。会長との立案・協議の上、賛助会員であるスミロンご担当者様にご

協力いただき実現した企画で、一般の事業者では立ち入ることのでき

ない製造現場の見学、普段聞くことのない材料設計に関する講話の聴

講と、貴重で有益な機会を形づくることができました。各フィルム施工

業が盛り上がり、世界中でフィルムブランドが乱立する中、技能面でも

顧客への説明責任の面でも、一施工者として材料への理解を深めるこ

とは不可欠。今後は海外のメーカーも含め、協会だからできる様々な

製造現場の見学を企画していく予定です。

　前述のように競技会にも出るなど、私自身が現役の貼り手で、多く

の施工者の方 と々同様、自身の技術、そしてフィルム施工という仕事に

矜持を持っています。一方で、施工というビジネスやサービスの魅力を

大きく広げていくことは、自分だけ・自社だけ・仲間内だけでは到底叶

いません。一プレイヤーでありながら協会運営に参画させていただい

ているのもそれが理由で、業界の方々と手を取り合って団結すること

で、業界の輪を大きくしていけたらと考えています。理事の中でも若輩

者ですが、業界の諸先輩方に引き続き勉強させていただきつつ、今後

とも業界の発展に少しでも貢献できるよう精進して参ります。



広報部へのご要望は
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一般社団法人日本カーラッピング協会 広報部
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World Wrap Masters MIDDLE EAST 2025
ドバイ　1月20〜22日

世界に“日本のレベル”を印象づけた奮闘劇
3位に苅谷会長、4位に林田理事

　1月20〜22日、ドバイでWorld Wrap 

Masters MIDDLE EAST2025が開催さ

れ、日本から2人の施工者が参戦。結果、デザ

インラボ苅谷伊代表（JCWA会長）が3位、リ

ンダファクトリー林田優希代表（JCWA理

事）が4位と見事な成績を収め、日本の高い施

工技能を世界に示す格好となりました。

　本大会は16人が参加し、全6ラウンド＋ク

リエ イ テ ィ ブ の 勝 ち 抜 き 戦 。日 本 で の

WWM2024と同様、ラッピングフィルム、プ

リントメディア、PPFの混合種目で、クリエイ

ティブはボウリングピンとチェアの2種目。距

離の遠い日本からの出場選手にとっては、ア

ウェーの地で幅広い種目と、技術力に加えて

とてもタフさが求められる競技環境でした。

　その環境下、決勝4人に残った林田氏は、か

つてタイで開催されたHEXIS主催競技会での

優勝経験を持つなど、ホーム以外の作業環境

へも高い対応力を発揮する実力者。また、

WWM含め海外での競技会経験が豊富な苅谷

氏は、「優勝に一歩届かなかった。それでも、

若い世代に体力面が劣る中で、経験でカバー

する闘い方をできたのでは」と施工技能の奥

深さを示唆しながら大会を振り返ります。

　優勝はチェ

コのヴィット・

シメク氏。仕事

に加え、業務

外にも練習を

繰り返したそ

うで、WWMについて「単なる競技会ではなく

コミュニティの一員になること」と述べていま

す。当協会でもWWM日本版の誘致をはじめ

積極的に海外への挑戦を促しており、5月のド

イツでのWWM EUROPE 2025でも多くの

日本人選手の出場を支援しています。

賛助会員のメーカーも多数出展！
競争が激化するプロテクションフィルム

　2月26〜28の3日間、東京ビッグサイトで

オートアフタービジネスの展示会「第22回国

際オートアフターマーケットEXPO2025」が

開催され、賛助会員をはじめとした多くのフィ

ルムメーカーが出展しました。

　特に会場内で存在感を放っていたのが、

PPFを中心にカラーPPFやWPFも含めたプ

ロテクションフィルム。多くがディテーリング

関連エリアに配置されていましたが、デモ実

演や実車展示する大規模ブースが多く、従来

カーケアの主役だったコーティングより大き

な注目を集めていたように見受けられます。

 そして、メーカー・製品が増えるに伴い、特に

クリアタイプのPPFなどではコモディティ化

も進み、メーカー間の差別化ポイントが薄れ

つつある側面も。これまでアピールポイントと

されてきた自己修復機能や撥水性、耐黄変・

耐候性などは幅広いメーカーでPRされるよう

になり、海外製を中心に低廉なフィルムも珍し

くなってきました。またフィルム自体ではなく

プレカットシステムのPRも増えてきた印象。

こうした中で施工者はどのように材料を選ぶ

のか、製品も施工もPPFビジネスの競争ステ

ージは新たな局面を迎えているようです。

国際オートアフターマーケットEXPO2025
東京ビッグサイト　2月26〜28日



https://p-fac.jp/i-cut-program/
https://ppfshop.net/


https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfy-yvSolP8PYCOaeRB9Gp5WwgeDEwQo6PDJF7Ja_pNwKg-kQ/viewform
https://rinda-factory.com/
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認定施工店

当店オリジナルデザインの

「LDカーボンメタリックグロス」

Film Installation
カーラッピング＆プロテクションフィルム
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掲載広告　募集中
料金など詳細は事務局まで

お問い合わせください。

一般社団法人日本カーラッピング協会 事務局

E-mail：info@jcwa.gr.jp
TEL　：03-6277-3291

年 3回発行！年 3回発行！※予定※予定

70 社超の協会員に配布70社超の協会員に配布

単号からご出稿できます単号からご出稿できます
複数号掲載割引もご用意！複数号掲載割引もご用意！

https://www.g-meister.net/
https://jcwa.gr.jp/

